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№ 85 

【様式２】 

エントリー学校名： 茨城県桜川市立樺穂小学校 

活動名：        校内研修から組織を変える 
            ～タワー型からプラネット型への転換～ 

解決すべき課題：  

 
 
 
目標・方針：校内研修を効果的に実施することで，機械的組織から協働的組織へのステップアップを図る。 
・全員で SWOT分析を行うことで，学校ビジョンを明確化し，目指す児童の姿や教師の姿を共有する。 
・問題解決型の研修を一蹴し，本校の強みを伸ばし，弱みを改善する校内研修を企画・運営する。 
・主体的な研修になるように，教員が講師となり，それぞれの得意分野を生かした研修を設定する。 

活動内容：  

１ 現状の学校の組織について分析し，目指す組織の指標を明確化した。【図１・図２】 
２ 全職員で SWOT分析を行い，学校の強みと弱みを共有した上で，学校ビジョンや研修テーマを全員で話
し合って決定した。【写真１・図３】 

３ 研修の方向を１年単位で考えるのではなく，３年後を一つのゴールとして捉え，バックキャスティング思考法
から段階的な研修ステップを構想した。【図４】 

４ 問題解決的アプローチのみであった，これまでの研修内容を見直し，強みを生かしビジョンを実現するポジ 
ティブ・アプローチと弱みを改善するギャップ・アプローチの２方向から研修内容を設定した。【図５】 

５ 若手教員もベテラン教員も講師となり，それぞれの得意分野を生かした研修を組んだ。【写真２・３】 

活動の成果： 
これまでは「誰かが作った研究テーマを仕方なくやらされている」という雰囲気が払拭できずにいたが，学校ビジ

ョンを全員で考えることで，参画意識や同僚性を高めることができた。考えていくプロセスを共有したことで，誰も
が学校ビジョンを意識して取り組めるようになった。学校ビジョンが明確になると，必要な研修がはっきりしてくるの
で，自然と「こんな研修があったらいいよね」「こういったものが必要になるから，みんなで作ろうか」「これについて
研修やって欲しいんだけど」という意見が教員の中から出るようになった。 
また，強みを生かし弱みを改善する研修を設定し，それぞれ得意とする教員に講師をお願いしたことで，「こ

の分野で困ったらこの先生に聞こう」という教員相互の理解と信頼が高まった。お互いに教え合ったり，共にアイデ
ィアを出し合って方策を考えたりする雰囲気が生まれ，自ら研修を申し出る教員も出るなど，研修の日常化に
つながり，学校ビジョンに向かって協働しながら主体的に動こうとする教員集団に変わった。【図６】 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・校長を含む全職員で SWOT分析を行い，全員で学校ビジョンや研修テーマを決めた。 
・問題解決的アプローチのみだった研修スタイルを改善し，学校ビジョンを常に念頭におきながらポジティブ・アプロ
ーチとギャップ・アプローチの両面から研修内容を設定した。 
・それぞれの得意分野を発揮し，共に学び合う教員集団になるよう，若手もベテランも関係なく講師を努めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【図１：学校組織のイメージ図】 【図２：研修組織成熟度】 

【図３：R2 SWOT分析結果】 

力のある教員の意見で

進行している 

校内研修を通して機械的組織から協働的組織へのステップアップを図る 

【写真１：SWOT分析の様子】 

【図４：３年間を見通した研修ステップ】 

【写真３：投力アップの指導 
研修の様子（下）】 

【図５：研修内容】 
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【写真２：プログラミング 
研修の様子（上）】 

【図６：教員のアンケート結果】 
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